
実務者会議の立ち上げ～

ACP普及プロジェクトを通して

の気づき

港区在宅医療・介護連携相談支援室

紺田 百合

磯路桜通り



区の概況
人口：80,948人
65歳以上人口：22,050人（地域包括は2圏域）
高齢化率：26.6 ％（市内10番目） ＊R5・3月末

大阪市西部に位置し、海の玄関口として発展。海遊館や
商業施設・ホテル（JR駅前）など、新しいまちのにぎわ
いと、住民間の交流が活発な下町情緒の残る住宅地のあ
る地域です。
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地域の医療・介護資源

強みは在宅専門職間

の仲のよさ

⚫急性期1・回復期1・療養型1

⚫診療所68・訪問診療機関2

⚫歯科医院：50（訪問診療8）

⚫薬局:37（うち訪問18）

⚫訪看ステーション:9

⚫居宅介護支援34・訪問介護39

⚫通所介護：25

⚫特養4・老健2・GH7・住宅型有料7

⚫地域包括支援センター：2 ここにターゲット

絞ったお話

面積：7.86㎢



テーマに対する背景・課題

取組みのきっかけ

•2020年4月、コロナで在宅医療・介護連

携推進会議が停止

•ここまで積み上げて来たのに・・・の声

どうする？



在宅医療・介護連携
推進会議の在り方を見直し

• 会議はやっているものの、課題共有や対応策

  の検討できていた？

• とりあえず啓発、研修だけしてたよね

• 実務者の声を具体化しないとね

• コロナ禍だからこそ、小さな集まりでやってみる？

コアメンバーでの会議を立ち上げへ

2020年8月に区担当とコーディネーターで見直し



①新型コロナ感染症対策の啓発チラシ

②ACP啓発チラシの作成とHP等への掲載

2020年10月に1回目を開催
参加者：医師会、ケアマネジャー連絡会、訪看ST連絡会、地域包括支援センター

保健福祉センター、医療・介護連携コーディネーター

① ケアマネ代表

ACPが専門職すら浸透していない。まずは専門職への周知が課題

② 訪看ST代表

   利用者にマスクの着用を依頼しているが、協力を得られない

こだわったのは現場の声

コロナ禍で大変なことの共有から
まずは

リモート会議
とメールで
完成



名称：在宅医療介護連携推進会議-実務者会議

追加メンバー：歯科医師会・薬剤師会

なんで取り組まな、あかんの？

エンディングノートと何がちがうの？

2021年4月本格始動（心の内で）～

実務者会議での

港区ACP普及プロジェクト

2021年9月
1回目の会議

勇気あるひとこと



理解するために・・それぞれの違いをみてみる

エンディングノート

• 自分の終末期や死後に、家族が様々な

判断や手続きを進める際に必要な情報

を残す

• ノートに書き留める内容は、例えば資

産や葬儀に関することなど、自分史や

希望が主な内容

事前指示書

• 自分で判断できなくなった場合に備えて
どのような治療を受けたいか、もしくは
受けたくないか

• 自分で判断ができなくなった場合は自分
の代わりに判断してもらいたいかを、事
前に明示する

• 上記の目的の下に作成される文書。最期
まで自分らしく自分の望んだ治療を受け
られることを目的としている

・そもそも、ご本人意向や希望が誰も知

らなかったなら・・・

・ACPってプロセスが大事なのでは？

・いきなり最後を考えるってハードル高

い・・



港区版チラシ
２０２０年度作成

実務者会議で深めていったACP

http://minato-med.or.jp/zaitaku/

チラシ、ACPノートはこちらからDLください



• 何が大事？

• 何を伝えたい？

• 書き込み式のノート作ろう

• パンフレットだけじゃなく、啓発

活動もいるな～

• 区広報で広めましょう～

メンバーでもしバナ体験

良いなと思うパンフレットを持ち寄り、とにかく読む

つぎつぎ出てくる
アイデア

参考にしたもの

• 宮古あすさ著．まとめないACP ,医学書院, 2021

• 宇井睦人編集．まるっと! アドバンス・ケア・プランニング,南山堂, 2020

• 濱田 安岐子他.看護学生のためのACPワークブック,メヂカルフレンド
社,2020

• 大阪府人生会議パンフレット「だから今、人生会議」

• 神戸大学「自分で始められる」ACPリーフレット

• わたしのいきかた手帳

• 西淀川区に～よん参考書 人生会議編

• 東成区ACP（人生会議）の手引き などなど

訪問
看護師

区役所

地域
包括C

医師

保健師



・字が多いと読む気しない

・色々伝えたいが、手に取ってもらえないと意味がない

・シンプルにして「入門編」に。てことは「若年層」ターゲット

・じゃあ、キャッチフレーズを。「５０歳になったら考えよう」が誕生

・考えてもらう項目は3つに

メンバー意見

2023年度「もしも編」

2021年度「入門編」

2022年度「療養編」

お薬手帳用に
シール化

①どこで過ごしたいか
②どんな治療がうけたいか
③自分の気持ちを代わりに伝えてくれる人は



2022年度「療養編」 2023年度「もしも編」



いま知る、専門職それぞれの思い

• ACP、話のさわりだけで拒否された

• 介護予防支援契約の時に啓発チラシを渡してる～

• 在宅看取りと病院はいうが本人に大事なこと伝えずに帰してくる

• ACPノートがあっても埋もれさせないようにするのが一番難しい

ね。本人の思いをつなぐためにICT活用って大事かも

看取りのこと、在宅療養のこと、入退院支援の

こと、それぞれの課題を自然と話し合っていた。

IPWコンピテンシーを磨く場になった



ACP啓発もメンバーで



区民センター

区役所

大阪みなと中央病院

・来年はスーパーとかでやろう
・のぼり作ったら目立つかなあ
・寸劇をして親しみやすくやりたい

やろうと

言い出した人ついてきた人

やらされ感ゼロ

の感想

2023

11月30日「人生会議の日」区民啓発-ACPチラシ配布

2022

ノボリができて 関西スーパー・ライフで

地域包括支援
センター

ケアマネ
訪問看護師

訪問歯科医

相談ブースで ・スーパーは色んな年

代の人が来るので目

的達成に近づくかも

・継続が大事

・来年も同じスーパー 

で!!

多職種で



ま と め

• 課題を出し合うため「集まろう」だと苦しい

• 少ない人数だからリラックスして話せる雰囲気

• 啓発ツールをつくるという目的が分かりやすかった

• 自分たちが「（地域住民のために）何をやりたいか」

が「核」にはなる

• やると決めたら、やれそうなことからやってみる

• 何よりリードする行政職員、やってみようという専門職

の思いが合致したことが実施につながった



今後の展望

• ACPノート3部作は完成したので、トリセツを作成し、

次年度からは専門職への啓発にさらに力を入れていきたい

• 本人のACPをどのように支援者間で共有、引き継いで

行くか・・？

• 医療・介護用SNSなどで引き継がれていくように

検討していく
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